
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「働く」ということ 

校長 坂本征之 

本校の紫陽花が鮮やかに色付き、梅雨の晴れ間にのぞく青空や日差しに、夏の訪れを感じる季節となり

ました。令和８年度が始まり、早くも３ヶ月が過ぎようとしています。 

高等部３年生は、職業科の授業の一環として「産業現場等における実習（以下、現場実習）」が始まって

います。高等部卒業後の進路を考えるこの時期は、生徒一人ひとりにとって大切な節目でもあります。現場

実習のねらいでは、実際の職場を体験する中で、自分に合った仕事を考えたり、働くことの意味や大切さに

気づいたりしながら、将来の進路をみつめていくことにあります。 

さて、私自身、「そもそも『働く』とは何だろうか」と考え、思いを巡らせたことがありました。その際に出会

った「ことば」を、ここで紹介させていただきます。 

 

 

働くこと（working）の概念の根底には、「人は他者との関係性のなかで生き成長している。他者との関係

なくして生きられない」という社会的存在としての人間という人間観がある。したがって、賃金労働としての、生活

の保持や社会的地位を意味する職業だけでなく、賃金をともなわないボランティアワークや奉仕活動もまた働くこと

であり、障がいをもつ人のように一見他者の手助けを受けることで生活できている人であっても、そこに存在するこ

とが他者に影響を与えているという意味で、働いているといえる。 

（渡辺三枝子編著(2018)「新版 キャリアの心理学(第２版)」より） 

 

 

この「ことば」に出会い、ものの見方が少し広がったように感じたことを覚えています。もちろん、賃金を得

るための労働の大切さは言うまでもありません。しかし、全ての人がそれぞれで「働いている」と捉えること

ができるのであれば、「働くことは生きること」と言えるのではないでしょうか。 

一人ひとりの存在にはかけがえのない意味があります。その思いを大切にしながら、子どもたちが自分ら

しく働いて歩んでいくことができる学校であり続けたいと考えています。 

令和８年６月 30 日(７月号) 
横浜市立北綱島特別支援学校 

校長 坂本 征之 



 


